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業界の未来を担う若い世代で構成される「青年部」から、

会長および副会長2名にご参加いただき、業界の魅力や

抱える課題、そしてあるべき将来の姿について語り合う座

談会を開催しました。

　　　　　　　私が10歳の時に、創業者の祖父が若くして

亡くなりまして、祖母が会社を継ぎました。そして2016年に

母が代表取締役に就任し、2代続けて女性社長が続くことに

なりました。ただ、当時この業界は圧倒的に男性経営者が多

かったという中で、実務の面ではなかなかうまくいかない部

分も少なからずあったようです。私は社会人になってから2

年間は別の仕事をしていましたが、家業を手伝いたいという

思いが強くなり、入社を決意しました。

　　　　　弊社は祖父が創業してから60年以上が経ちま

す。家業として続いており、資源循環業以外にもさまざまな

事業を展開してることもあり、私自身はあまり予備知識な

く入社しました。入社後すぐに青年部に入りましたので、業

界の多くのことを青年部から学ぶことができました。

　　　　　  この業界に興味を持ったきっかけは、大学の卒

業論文でした。テーマは、2000年問題と絡めて、コンビニの

廃棄物処分をミクロ経済学の視点からどう解決するか？と

いうものでした。調べていく中で、高度経済成長期には産業

廃棄物が公害の原因のひとつになっていたのに、今後は資源

循環に移行していくという廃棄物の歴史に触れました。そう

した背景を知るうちに、これからの時代は廃棄物が面白いと

感じるようになりました。最初は一般廃棄物の自治体施設で

働いていました。そこで12年働いていたのですが、役所なの

で異動がありまったく別の部署に行くことになったんです。

そのタイミングで、「自分でやってみよう」と思うようにな

り、産業廃棄物の収集運搬業を立ち上げました。現在で13年

目になります。

　　　　　  当社は収集運搬業を行っているのですが、処分

業の方とのパイプがなければ、廃棄物を持ち込む先がないと

いうことで、最初は色々な処分場に足を運んで挨拶にお邪魔

するのですが、皆さんすごく警戒されていて、閉鎖的な業界な

んだなと感じたのを覚えています。でも、愛産協に所属してつ

ながりができてからは皆さん心を開いてくださったので、

青年部の活動に参加して本当に良かったと思っています。

過去と今をつなぎ
業界の将来のため
種まきを行うのが
青年部の役割

Conversatio
n

まずはこの業界、このお仕事に就いた理由や
きっかけを教えてください。

この業界に入ってみて感じたことを教えてください。

東久保副会長

冨田会長

遠山副会長

遠山副会長
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日 　 時  

場 　 所  

出 席 者  

令 和 7 年 5 月 3 0 日（ 金 ）1 3 : 0 0 ～

愛知県産業資源循環協会 3階会議室

3 名
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　　　　　事業としてはもちろんですが、この業界は横のつ

ながりや連携がないと成り立たず、資源循環が完結しないと

強く感じました。

　　　　　  この業界で仕事をしているだけで、資源循環や再

生可能エネルギーと非常に近い位置にいられますし、SDGsに

もダイレクトに関わることができる、それがこの仕事の大きな

魅力だと思います。社会貢献につながる仕事だと考えられる方

であれば、自ずとやりがいは感じられると思いますね。

　　　　　排出者は廃棄物と思っているものが、適正処理

をすることによって再生利用可能な資源になることがあり

ます。そうした中で持続可能な社会作りに貢献できるとい

うこと自体が、大きなやりがいだと思います。

　　　　　　　以前はITのベンチャー企業に勤めていたこ

ともあって、この業界はまだまだDX化が遅れていると感じ

ています。紙媒体での運用も多く、例えば搬入の予約をする

際もいまだにFAXでの申し込みを行うことが多いですし、

ドライバーとの連絡などに関してもだれでも無料で使える

LINE公式アカウントやSlack、LINE WORKSなど便利なツー

ルもたくさんありますので、もっとデジタルを利用した方が

良いと思っています。また、現場の人の感覚や経験に任せっ

きりという印象が強いので、動作解析や分析、またAIなどの

技術をもっと取り入れて業務効率を上げることができるは

ずだと思っています。

　　　　　まだまだ世間からの業界自体のイメージがあ

まり良くないと感じることがあります。不法投棄や処分場

この業界のやりがいや
魅力について教えてください。 逆に課題や改善した方が良い点などはありますか？

存在価値を多くの人に知ってもらい
業界の社会的地位向上につなげていく
東久保副会長

遠山副会長

冨田会長

冨田会長

冨田会長
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で火災など、ニュースで取り上げられるのは、どうしても

ネガティブなことばかりなので、業界全体に良くない印象

を持たれてしまっていると思います。努力はしています

が、まだまだ一般の方々には伝わっていませんし、業種も

現在はサービス業に分類されています。業界として、近い

未来には産業廃棄物処理業や資源循環業といった形で業

種名を変更できるように働きかけていますので、ひとつの

独立した業種として広く認知してもらうために青年部と

しても取り組んでいく必要があると思っています。

　　　　　　　価値のある産業にも関わらず、カテゴリー

としてはその他サービス業に属しているので、ひとつの大項

目の分類となるよう働きかけていかないといけないです。ま

た、経済活動は、天然資源を加工して製品などを生産する動

脈産業、これに対して動脈産業によって生み出され、消費さ

れたあとに廃棄物となったものを回収し、再加工・再販売し

て再び社会に流通させる役割を担っているのが私たちのよ

うな静脈産業になります。経済活動にはこのふたつが必要不

可欠なので、動静脈連携をさらに深め、動脈産業とも積極的

に関わり合いを持っていくことが重要だと感じています。そ

して、私たち静脈産業の存在意義をもっと多くの方に理解し

てもらうために発信していく必要があると思います。

　　　　　  環境への意識は年々高まってはいますが、私た

ちの仕事がサーキュラーエコノミー実現のために必要だと理

解していただいている一般消費者の方はまだまだ少ないで

す。目に見えない、あるいは見えにくい部分が多いと思います

ので、しっかり可視化して伝えていくこと大事ですね。

　　　　　　　また、私たちの業界は「許可業」であるため、

自治体によって法令の解釈や手続きの進め方に若干の違い

が見られることがあります。たとえば、許可証に記載される

処分方法の名称が自治体ごとに異なっていたり、許可取得の

要件に差があったりする場合があります。そのため、現場の

実態をよくご理解いただいたうえで、法令が適切に運用され

ることが重要だと考えています。こうした背景からも、行政

との定期的な意見交換会を通じて情報共有を行い、互いに理

解を深めながら連携を強めていくことが、非常に重要である

と認識しています。

　　　　　  青年部に所属することで、確かにやることは多

少増えますが、それ以上にメリットの方が大きいと感じてい

ます。人脈が広がることで受けられる仕事が増えるのはもち

ろんですが、生涯にわたって付き合える同業者の仲間ができ

るというのは、とても心強いことですね。

　　　　　　　大人になると、なかなか新しい友達や仲間

ができないと思いますが、同じ業界で働く者同士という共通

点があるからこそ、垣根を超えて深い絆を作ることができる

と思います。

　　　　　同じような課題や問題を抱えていることが多い

ので、世代や感覚も近く、相談しやすいですし青年部での情報

交換して得た知見を自分の会社に持ち帰って活かすこともで

きています。この業界の未来を真剣に考えているメンバーが

多いので、時にはヒートアップすることもありますが、そうし

た熱量や活力こそが青年部の大きな魅力だと思います。

　　　　　　　ようやく国として国家戦略の柱として資源

循環型の社会づくりを進めていく流れができつつある中、私

たちも一緒になってカーボンニュートラルの実現のために

色々な取り組みを進めていく必要があります。そうした中で、

青年部としても何ができるかを皆で話し合って行動していく

ことが、業界全体の発展に繋がっていくと思っています。

　　　　　まずは、業界全体としてクリーンなイメージを伝

えていきたいです。一般の方々が抱いているイメージ以上に

私たちは、資源循環に真摯に取り組んでいます。資源循環業

で働いている、と自信を持って言える社会を作っていきたい

です。

　　　　　  それぞれの会社が利益を上げて、さらに成長す

ることが、業界全体の活性化につながっていくのだと思いま

す。意識や情報の共有はもちろん大切ですが、業界の皆さん

と同じ方向を見ながら進むことが、これからますます大事に

なってくると思っています。

青年部に所属していて良かったと
思えることを教えてください。

これからどのように業界を
盛り上げていきたいですか？

東久保副会長

東久保副会長

東久保副会長

東久保副会長

遠山副会長

遠山副会長

遠山副会長

冨田会長

冨田会長
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（株）環境むかい
代表取締役

遠山大樹

（有）愛知環境センター
代表取締役

東久保翔平

（株）冨田商店
ディレクター

冨田康祐

「環境出前講座」の様子

　　　　　  業界にいる若い世代が、若いうちから横のつな

がりを持ち、関係性を深めていくことが、業界の将来や愛知

県の経済活動にとっても必要不可欠だと思っています。「新

しいことに挑戦したい」「何かを変えていかなければならな

い」という感覚は常に持っていますが、なかなか実現できて

いないこともあります。だからこそ、できない理由を探すの

ではなく、今できることを見つけてカタチにしていくという

姿勢が大切だと思っています。10月13日には、鶴舞公園に

て今年も青年部主催の「スポGOMI」を開催します。今回は一

般の方にも参加していただけるようにしており、青年部のこ

とを知ってもらうきっかけになるような機会にしたいと考

えています。また、愛産協に所属する企業にも関心を持って

いただき、業界の理解が少しでも広がればと思っています。

私たちの業界の地位を高めていくためにも、まずは“知って

もらう”ということが、何よりも大事だと考えています。

　　　　　　　当協会では初となる「環境出前講座」を、9

月に北名古屋市の小学4年生を対象に実施することになり

ました。他県で実施しているのを参考に、「面白くて全く新

しい授業にしたいよね」という思いで、様々な意見交換を重

ねながら教材も何とか形にすることができました。今回の授

業を皮切りに、今後も継続的に実施していきたいと考えてい

ます。産業廃棄物のことを知ってもらうという目的はもちろ

ん、将来の産業資源循環業界の担い手を育成していくことに

つながっていくとも思っています。私自身、親がこの仕事を

していると人に言いにくいという時代があって、今でもそれ

は多少なりとも残っていると思います。良くないイメージを

払拭するためにも、私たち自身で子どもたちに、日本の未来

のためになる、とても素晴らしい業界だということを直接伝

えたいです。この取り組みがひとつの実績として形になれ

ば、今後ほかの学校でも続けていけるよう広げていきたいと

考えています。

　　　　　今年、青年部でラオスへ視察研修に行きました。

個人的に入社当時は、先進国の様子を見てみたいと思って

いたのですが、「60年前の日本の様子が見られる」というお

話を聞き、確かにそれは資料だけでは確認できない、現地に

行ってこそ体感できることだと感じ、ラオスの廃棄物事情

を見てきました。日本がこの60年の間にどのようなプロセ

スを経て、今の姿に至ったのか。この進み方は最善だったの

か？改めてその流れを現地の状況と照らし合わせながら振

り返り、考え直すきっかけにもなりました。私たちは、これか

らも長く業界に関わっていく若い世代です。だからこそ過去

と今、そして未来へつなぐ役割を担っていると思います。業

界の魅力を発信し続けながら、資源循環にしっかり向き合

い、持続可能な社会の実現に貢献していくこと。それが、今の

私たちに課せられた大切な使命だと思っています。

最後に、青年部として取り組んでいること、これから
カタチにしていきたい事など教えてください。

業界の将来のために種まきを行うのが
青年部の役割

東久保副会長

遠山副会長

冨田会長

ラオス視察の様子

Off Sfot!
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